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現代イギリス社会と社会学
一UGCレ ポ ー トを とお して 一




















リー ドする論客 として知 られていた。1960年代
末にラディカルな社会学の台頭によって機能主
義理論が批判にさらされ,「客観的な世界」か
















































こ うとしてい るのか。一つの レポー トの紹介 を とお して考 えてみたい。






スにおける社会学の見通 し」 と題 した巻頭論文
と,第二論文のJ.ウェスターガー ドとR.パル


















































































に対 して,根 本 的に異議 を となえる もので
あった。「競争 と効率の原理」こそがイギリス
を鍛えなおして 「イギリス病」から抜け出す唯

















































よ りもまずLSEで 「LT.ホブハウス と後に
M.ギンスバーグが,素 朴 に もオプティミス
ティックな進化論の立場に懲 りかたまって し
まったために,ア メリカでの社会学の急速な発






























































35 40 45 50 55 60 65
Age,November1988

























































































































































































一6で ある。 第1カ テ ゴリーの社 会学卒業のみ
で1985-86年度 に779名の学生が卒業 し,そ の う
ち648名の学生 の行 き先 が把握 されてい る。 こ
れ ら の 学 生 で,「 就 職 した も の」 は341名
(52.6%),「進学 ない し トレーニ ングに進んだ
もの」 が156名(24.1%)で,残り151名の うち
99名(15.2%)が1986年12月31日現在,「失業」
と答 えてい る。他 の社会科学系 と比べ て 「公共
サ ービス」 と 「商業」が逆転 してい る。職種 は
「人事的 ない し社 会的なもの」の比率が他 の職
種 と比べて高 く,ま た他 の社会科学系,お よび
全学科 と比べて も高 く,特 徴的であ る。
大学 院学生 の就職先 は表 一7で ある。「公共
サ ー ビス」,「教育関係」 の比率がか な り高 く,
職種 として も 「教職」 が高 く,従 来言われて き
たイギ リスの大学教 育が専 門学校 とは異 なって
め ざして きた典型的 コース といえるかも しれな
い。 しか し,こ う した点につ いての評価 は報告



























































































































































































































































































































































































































の 『サ ッチ ャーリズム』 に 厂サッチャー女史の
もとで変容する社会的価値」と題 した論文を寄
せて,ハ ズレイとともに社会学の立場からサ ッ




学」 によって行 なわれた一連の公開講座 を,後
に 『サ ッチ ャー リズム』 と して刊行 した もので
あ り,サ ッチ ャー批判 として書かれた数あ るテ
キス トのなかで も,よ くまとまった もの として
評価の高い ものである。
ダーレン ドルフはそのなかで,1970年代 まで
に形成 されて きた価値 は 「コーポ ラテ ィズム」
だ とい う。政府,労 働組合,そ して経営 者協 会
は,「国家的問題 を適 切 に処理す るに は一つ の
テ ーブルにつ く,と いった意味で コーポ ラテ ィ'
ズ ムに触発 され て きた」。 なるほ ど 「70年代 末
の イギ リスの社 会,経 済的状 態 は支持 しが た
い」。 しか し,'だか ら といって,ダ ー ウ ィニズ
ムへ戻 っていいはずが ない。サ ッチ ャー は 「社
会 などとい うものはない。あ るのは個 人 と家族
だ けだ」 とい うが,「`家族'と い う言葉 は,後
思索であ り,一 連 の思索 とい うよ り保守党 に対
しての譲歩なのだ。何 より,保 守党 は社 会 を信
じて きた」。 その証拠 に例 えば 「最 近で も国務
大 臣の ダグ ラス ・ハ ー ドが,`社会 を一つ に編
む な どと言 ってい るで はない か」9)と,厳 し
い批判 を行な っている。
この小論 はサ ッチ ャー政権 を論ず るこ とで は
もちろんない。学問研究 は大学 とい った制度 を
えることによって発達 して きてお り,社 会学 も
また大学か ら自由ではない。 その大学が制度 と
して存在す るか らには,政 治 からまった く自由
ということ もあ りえない。その意味で社 会学 も
時 の政治 と決 して無縁 ではないので ある。 しか
しなが ら,そ れ にして もイギ リス社会学 は不幸
で はない か,と わ た しは思 う。 サ ッチ ャーは
1990年11月首相 を辞任 した。 同年 の4月 に,根
強 い反対があ るにもかかわ らず強行 した 「人頭
税」が,サ ッチ ャー を辞任 に追 い込 んだ決定的
な理 由 と され て いる。サ ッチ ャー に して みれ
一38一
ば,こ の古典的 厂新税」 こそ,自 らの政治を仕
上げる 「道具立て」であったにちがいない。
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